















































ないのか，また今日のように I T 化の進んだいわ
ゆる情報化社会において，いかにインターネット
を活用した電子的機能を強化できるのか，さらに
は学生・教官に対するサービスは言うに及ばず，
もっと幅広く地域に密着した図書館であるために
はどうすればよいのか，これまでになかった新し
い視点で附属図書館システムを見直そうというの
が，このシンポジウムの目的であります。
金沢大学は，現在，角間第 II 期移転事業の真っ
最中です。その中には自然科学系図書館の建設も
予定されています。人件費の削減をも念頭に置い
たいわゆる省力化図書館を考えていますが，それ
が学生の学習や院生・教官の研究に障害となるも
のであってはなりません。いかにうまく運営して
行くかが，これからの大きな課題です。いずこの
図書館も書庫は，利用頻度の低下した図書でます
ます狭隘化しています。そうかといって簡単に廃
棄処分することもできません。このように一大学
の附属図書館での閉じた議論では到底解決できな
い問題も含まれています。大学図書館のみならず，
公共の図書館をも含めた幅広い検討が必要になる
でしょう。
これらのことを頭の隅に置き，講演をお聞きに
なり，討論に参加していただければ幸いと存じま
す。
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